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21日
24～27日

31日

例月出納検査・監査（住民センター）
決算審査（住民センター・村内）
議会運営委員会（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事8月

21日
26日

例月出納検査・監査（住民センター）
議会と特産物センター協議会との意見交換会
（住民センター）

赤村議会議員　　　出席予定行事10月

9～15日
18日
29日

赤村議会第19回定例会（議場　他）
例月出納検査・監査（住民センター）
議会広報委員会（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事9月

議会広報委員会　委員長/佐武富實　委員/三橋茂敏　大場信司　馬田和博

議会だより
2020年10月15日発行

第2回田川地区斎場組合議会定例会 （中村勇紀議員　出席）

　8月6日□木 に田川青少年文化ホールで開会され、令和元年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定など3件で、
慎重審議の結果、原案のとおり可決されました。

新型コロナウイルス感染防止のため、手洗い・うがいをし、密閉・密集・密接を避けましょう

諸般の報告

認定第１号

議案第２号

令和元年度経過月分（1月～5月）出納検査報告
田川地区斎場組合監査委員条例第2条の規定に基づく報告。
令和元年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定
収入済額1億7千4百81万1百76円、支出済額1億6千6百10万2千3百97円で差引8百70万7千7百70
円としたもの。
令和2年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ8百70万6千円を追加し、歳入歳出予算総額をそれぞれ1億4千9百73万5千円と
したもの。補正の主な内容は、令和元年度決算に伴う剰余金による前年度繰越金の計上したもの。

議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項
の規定により、令和元年度赤村財政健全化判断比率を監査
委員の意見を付けて議会に報告するもの。

令和元年度赤村財政健全化
判断比率の報告について

報 告
第6号

　2千7百31万円を増額し、歳入歳出ともそれぞれ総額34
億3千3百96万9千円とするもの。補正の主な内容は、歳
出では令和2年7月豪雨に伴う、災害復旧工事に係る測量
設計業務委託料。歳入は災害復旧国庫負担金と地方交付税
により補正するもの。

専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和2年度赤村
一般会計補正予算（補正第2
号））

承 認
第6号

第19回赤村議会定例会 期日・令和2年9月9日～15日

　令和2年度　第19回赤村議会9月定例会は、9月9日に招集および開会し、議長報告、村長報告、村事務報告、
教育委員会事務報告、一般質問が行われた後に、専決処分の承認案件1件、財産に関する案件2件、一部事務組
合の設立及び規約の変更協議案件2件、条例の一部改正に関する案件7件、補正予算3件、決算の認定案件5
件、発議1件、人事案件1件の合計22案件が提出され、慎重審議を行った結果、全案件可決して9月15日に閉
会しました。

承
　
認
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議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　村営住宅建設用地として、赤村土地開発公社から赤村大
字内田2216番地1外6筆の4,028.78平方メートルを1千
6百36万3千7百56円で購入するもの。

財産の取得について議 案
第30号

　旧すっぽん養殖施設跡地、赤村大字赤4402番地1の
2,089平方メートル、土地評価価格5百4万7百57円を公売
により相手方　井手本和夫　氏に3百万円で売却するもの。

財産の処分について議 案
第31号

議 案
第32号

　田川市、香春町、添田町、川崎町、糸田町、大任町、福
智町および赤村の、し尿処理施設の管理運営に関する事務
および総合調整に関する事務を共同処理するため、規約を
定めて一部事務組合を設立することについて地方自治法第
290条の規定により、議会の否決を求めるもの。

田川地区広域環境衛生施設
組合の設立について

　令和3年4月1日より新たに田川地区広域環境衛生施設組
合が設立され、し尿処理に関する事務が新組合（田川地区
広域環境衛生施設組合）に移管されることに伴い、規約を
変更する必要が生じたため、地方自治法第290条の規定に
より、議会の議決を求めるもの。

田川郡東部環境衛生施設組
合規約の一部を変更する規
約の制定に関する協議につ
いて

議 案
第33号

　行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律
の一部が改正されたことに伴い、関係規定の整理を行うも
の。改正内容は、法律の改正に伴う文言（引用している法
律名・条文など）の整理をするもの。

赤村固定資産評価審査委員
会条例などの一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第34号

　条文を整理し、「政策推進室」を「総務課」に改めるもの。
赤村総合計画審議会条例の
一部を改正する条例の制定
について

議 案
第35号

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した
世帯を支援するため、国民健康保険税の減免について、所
要の改正を行うもの。
　改正内容は、令和元年度および令和2年度の保険税のう
ち、令和2年2月1日から令和3年3月31日までの間に納付
期限があるものを対象に減免措置を行うもの。

赤村国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定
について

議 案
第36号

　子ども・子育て支援法の一部を改正する法律（令和元年
法律第７号）の施行に伴い、特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準について所要の改正を
行うもの。

赤村特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の
制定について

議 案
第37号

　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を
改正する省令（平成31年厚生労働省令第49号）により、家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部が改正
されたことに伴い、この改正を行うもの。

赤村家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第38号

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の
一部を改正する省令（令和2年厚生労働省令第21号）によ
り、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
の一部が改正されたことに伴い、この改正を行うもの。主
な改正内容は、放課後児童支援員認定資格研修の受講機会
を拡充するため、中核都市の長も資格研修を実施できるよ
うになったもの。

赤村放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第39号

可
　
　
　
　
　
　
決
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議案等
番　号

件　　　　名 内　　　　　容 結
果

　子ども医療費の支給認定に当たり、子育て世帯の経済的
な負担を軽減するため、従前の所得制限を撤廃するもの。

赤村子ども医療費の支給に
関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第40号

　4億6千9百70万9千円を追加し、歳入歳出ともそれぞれ
総額39億3百67万8千円とするもので、補正の主な内容は、
歳出では新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金事業と令和2年7月豪雨災害に伴う災害復旧費、村道等
の改良事業に伴う測量設計費および工事費などで、歳入は、
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金補助
金、災害復旧費国庫負担金、村債、地方交付税による一般
財源とするもの。

令和2年度赤村一般会計補
正予算（補正第5号）

議 案
第41号

　新型コロナウイルス感染症の影響による財源振替のた
め、予算の増減はありません。補正の主な内容は、歳入に
おいて新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民健康保
険税の減免措置により1百43万3千円の減額した保険税分
を、それに伴い国による補助金が交付されることにより、
国庫支出金を1百43万3千円増額するもの。

令和２年度赤村国民健康保
険特別会計補正予算（補正
第2号）

議 案
第42号

　9百5万8千円を追加し、歳入歳出ともそれぞれ総額4千
8百72万5千円とするもので、補正の主な内容は、歳出で
は楠の木浄水場ポンプ取替工事などの浄水場に係るものお
よび漏水調査などに係るもので、歳入は水道使用料と基金
からの繰入金とするもの。

令和2年度赤村簡易水道特
別会計補正予算（補正第1
号）

議 案
第43号

予算額
歳入決算額
歳出決算額
差引残額
繰越明許費
実質収支額

予算額
歳入決算額
歳出決算額
差引残額

令和元年度赤村一般会計歳
入歳出決算の認定について

認 定
第1号

令和元年度赤村国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認 定
第2号

予算額
歳入決算額
歳出決算額
差引残額

令和元年度赤村簡易水道特
別会計歳入歳出決算の認定
について

認 定
第3号

予算額
歳入決算額
歳出決算額
差引歳入不足額

令和元年度赤村住宅新築資
金等貸付事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

認 定
第4号

予算額
歳入決算額
歳出決算額
差引残額

令和元年度赤村後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

認 定
第5号

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域の実情に
応じた行政サービスを安定的かつ持続的に提供するため、
地方税・地方交付税などの一般財源総額の確保・充実を強
く国に求める意見書を提出するもの。

新型コロナウイルス感染症
の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提
出について

発 議
第2号

　前教育長 宮部順治 氏の任期満了に伴い、新たに 縄田哲
也 氏を教育長に任命するもの。

赤村教育委員会教育長の任
命につき同意を求めること
について

同 意
第14号

3,491,576,000円
3,189,884,772円
3,132,967,305円
56,917,467円
3,148,000円
53,769,467円

420,633,000円
402,062,607円
380,072,949円
21,989,658円

54,264,000円
54,301,464円
50,177,121円
4,124,343円

28,753,000円
1,356,000円
27,450,388円
26,094,388円

47,383,000円
47,374,914円
47,351,334円

23,580円

可
　
　
　
　
　
　
決

認
　
　
　
　
　
　
定

可
　
決

同
意
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○…賛成　×…反対　△…挙手しない　欠…欠席賛否の内容

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

馬
田
和
博

大
場
信
司

三
橋
茂
敏

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

浦
野
良
一

中
村
勇
紀

○承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　員　　の　　賛　　否

専決処分の承認について（令和2年度赤
村一般会計補正予算（補正第4号））

財産の取得について

承 認
第 6 号

議 案
第30号

議 案
第31号

議 案
第32号

財産の処分について

田川地区広域環境衛生施設組合の設立に
ついて

田川郡東部環境衛生施設組合規約の一部を
変更する規約の制定に関する協議ついて

議 案
第33号

結
　
　
果

赤村固定資産評価審査委員会条例の一部
を改正する条例の制定について

議 案
第34号

赤村総合計画審議会条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第35号

赤村国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第36号

赤村特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

議 案
第37号

赤村家庭的保育事業などの設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

議 案
第38号

赤村放課後児童健全育成業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

議 案
第39号

赤村子ども医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

議 案
第40号

令和2年度赤村一般会計補正予算（補正
第5号）

議 案
第41号

令和元年度赤村一般会計歳入歳出決算の
認定について

認 定
第 1号
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議　　　案　　　名番　号
春
本

馬
田

大
場

三
橋

佐
武原小

林
浦
野

中
村

議　　員　　の　　賛　　否結
　
　
果

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和2年度赤村国民健康保険特別会計補
正予算（補正第2号）

議 案
第42号

令和2年度赤村簡易水道特別会計補正予
算（補正第1号）

議 案
第43号

○認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度赤村国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認 定
第 2号

○認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和元年度赤村簡易水道特別会計歳入歳
出決算の認定について

認 定
第 3号

○認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和元年度赤村住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定
第 4号

○認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和元年度赤村後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

認 定
第 5号

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×赤村教育委員会教育長の任命につき同意
を求めることについて

同 意
第14号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について

発 議
第 2号

○…賛成　×…反対　△…挙手しない　欠…欠席

総務文教常任
委員会報告

産業経済厚生等
常任委員会報告
委員長

三橋　茂敏
委員長

大場　信司

　本定例会において、総務文教常任委員会に付託さ
れた案件を慎重に審議した結果を報告します。
　議案第41号、令和2年度赤村一般会計補正予算補
正第５号は全員一致をもって可決することに決定し
ました。
　次に、認定第1号、令和元年度赤村一般会計歳入
歳出決算の認定は、全員一致をもって認定すること
と決定しました。
　委員長報告としては、令和元年度赤村一般会計歳入
歳出決算の認定において、予算執行上、議会の承認を
得ず無断で議会傍聴モニターを、村長、副村長室に追
加設置したことによる不適正な支出が行われていた。
　今後は、早急に厳正な対応を取り、二度とこのよう
な議会軽視をすることのないよう強く求めた。

　本定例会において、産業経済厚生等常任委員会に
付託された案件を慎重に審議した結果を報告します。
議案第42号、令和元年度赤村国民健康保険特別会計
補正予算補正第2号と、議案第43号、令和2年度赤
村簡易水道特別会計補正予算補正第１号は、全員一
致をもって可決することに決定しました。
　次に、認定第2号、令和元年度赤村国民健康保険
特別会計歳入歳出決算と、認定第3号、令和元年度
赤村簡易水道特別会計歳入歳出決算、認定第4号、
令和元年度赤村住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出算、認定第5号、令和元年度赤村後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算は、全員一致をもって全
て認定することと決定しました。
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本
村
は
自
主
財
源
が
非
常
に
乏
し

く
、
財
政
力
指
数
は
、
田
川
市
郡

で
は
1
番
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
基
金

の
積
み
立
て
は
、
田
川
市
郡
内
で
は
４

番
目
に
多
く
44
億
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ

平
成
30
年
度
の
実
績
の
報
告
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
度
上
が
っ
て
い
ま
す
決
算

書
と
や
や
違
っ
て
お
り
ま
す
。
た
ぶ
ん

43
億
円
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
経
常
収
支
の
比
率
は
郡

内
で
も
最
も
良
く
、
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
基
金
等
を
活
用
し
、
事
業
を

拡
大
し
て
今
以
上
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
次
の
3
点
に
つ

い
て
村
長
の
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
小
中
一
貫
校
の
強
力
な
推
進
、
校
舎

建
替
え
等
で
す
が
、
ま
た
は
オ
ン
ラ

　

イ
ン
授
業
等
の
整
備
。

②
特
産
物
セ
ン
タ
ー
の
人
の
往
来
を
よ

く
す
る
た
め
、
他
の
業
者
の
参
入
等

の
検
討
。

③
農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
の
方
策
。

　

以
上
３
点
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

道
村
長

ま
ず
第
１
点
の
小
中
学
校
一
貫
強

力
の
推
進
、
校
舎
建
替
え
等
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
等
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
に
対
し
て
の
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
小
中
学
校
の
一
貫
強
力
推
進
と
い

う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
で
す
が
、
も
う

私
も
村
長
就
任
以
来
教
育
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
を
思
い
、

最
大
重
要
課
題
と
の
一
つ
と
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
事
業
を
強
力
に
進
め
る
と

い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど

佐
武
議
員
の
方
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
よ

う
に
、
財
源
的
な
も
の
が
主
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
中
で
ご
指
摘
さ
れ
て
い
る

基
金
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
、
基
金
に
つ

い
て
は
学
校
教
育
施
設
と
い
う
特
定
的

な
基
金
は
本
村
の
場
合
は
今
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
中
で
基
金
を
利
用
す
る
と

な
れ
ば
、
財
政
調
整
基
金
は
、
あ
ら
ゆ

る
施
策
に
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
基
金
が
ま
あ
赤
村
が
財
政
的
に
行

き
詰
ま
る
と
か
色
々
な
面
も
含
め
て
で

ご
ざ
い
ま
す
け
ど
、
こ
の
教
育
施
設
色
々

な
災
害
、
色
々
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
使
う
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
軸

と
し
た
財
源
の
村
と
し
て
の
確
保
は
で
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
国
県
協
議
色
々
な
面
が
あ

り
ま
し
て
、
私
と
し
て
は
や
は
り
優
位
な

国
庫
補
助
金
、
県
の
補
助
金
そ
う
い
う
も

の
の
目
安
を
き
ち
っ
と
つ
け
、
そ
れ
に
ま

た
伴
う
、
村
と
し
て
は
借
金
に
な
り
ま
す

け
ど
、
起
債
と
い
う
そ
う
い
う
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
そ
れ
も
色
々
な
種
類
が
あ
っ
て
、

財
源
的
に
国
県
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ

る
起
債
等
も
あ
り
ま
す
。
ま
あ
そ
う
い

う
こ
と
を
含
め
た
中
で
財
源
に
は
そ
う

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
こ
れ
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
特
に
県
を
窓
口
に
国
県

の
補
助
金
を
い
か
に
い
た
だ
く
か
と
い

う
こ
と
で
、
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
こ
の
近
所
を
含
め
、

福
岡
県
内
で
も
そ
う
い
う
事
業
を
進
め

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
所

も
今
研
究
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に

国
県
が
率
先
し
て
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら

に
そ
れ
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
村
の
財
源
が
他
の
施
策
に
行
き
場

が
無
い
様
な
事
業
計
画
を
作
っ
て
、
私

は
前
向
き
に
今
後
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の

整
備
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
も
う
既
に

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
今
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
遅
れ
て
い
ま
す
け
ど
、
今
田

川
市
郡
一
体
と
な
っ
て
機
器
の
統
一
化
、

色
々
な
面
が
大
体
固
ま
り
ま
し
た
の
で
、

整
備
と
し
て
の
村
が
で
き
る
こ
と
は
、

今
徐
々
に
進
め
て
お
り
ま
す
け
ど
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
今
年
度
中
に
是
非
完
成

さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
思
っ
て
今

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
2
番
目
の
特
産
物
セ
ン

タ
ー
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
他
業

者
の
参
入
の
検
討
と
い
う
の
が
、
質
問

者
の
重
要
な
推
進
し
て
い
く
ひ
と
つ
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
受
け
て
お

り
ま
す
。
こ
の
2
番
目
に
対
し
て
も
、

村
と
し
て
指
定
管
理
者
で
あ
る
特
産
物

セ
ン
タ
ー
の
運
営
協
議
会
と
い
う
も
の

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
営
協

議
会
も
買
い
物
難
民
の
方
々
を
作
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
村
内
業
者
の
活
用

は
も
ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、
他
の
産
業
者

の
参
入
を
考
え
て
生
活
に
必
要
な
品
物

等
色
々
な
面
を
現
在
進
め
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
村
も

そ
う
い
う
住
民
と
し
て
の
要
望
が
多
い

の
で
、
そ
こ
に
力
を
入
れ
て
、
今
後
特

産
物
セ
ン
タ
ー
が
さ
ら
に
発
展
し
て
、

住
民
も
喜
ぶ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
村
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
村
内
の
方
々
の
参
入
が
で
き

る
よ
う
な
方
向
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
か
た
ち
で
、
村
と
し
て
ま
た
指
導

　　

答

問 基
金
の
取
り
扱
い
と

財
政
状
況
に
つ
い
て

佐
武
　
富
實 

議
員

一 般 質 問
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し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

3
番
目
の
農
業
後
継
者
の
育
成
の
方

策
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
、

現
在
、
村
で
は
国
庫
事
業
で
あ
る
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
と
い
う
も
の
を

活
用
し
て
、
就
農
か
ら
5
年
以
内
の
農

業
者
の
育
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
11
人
の
申
請
が
あ
っ
て
、
農
業
を

続
け
て
い
る
後
継
者
は
8
人
で
ご
ざ
い

ま
す
け
ど
、
本
年
度
の
交
付
対
象
者
は

今
3
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
国
庫
事
業
を
活
用
し
て

農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た

問
題
は
そ
の
後
の
農
業
後
継
者
の
フ
ォ

ロ
ー
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
。
ま
あ
個

人
は
も
ち
ろ
ん
や
る
気
で
や
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
け
ど
、
な
か
な
か
農

業
は
厳
し
い
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

と
そ
れ
を
ま
た
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、

そ
の
よ
う
な
後
継
者
を
さ
ら
に
立
派
な

農
業
者
に
育
て
る
か
が
、
ま
た
個
人
の

問
題
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
村
の
問
題

で
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
そ
う
い
う
面
を
含
め
た
中
で
、

今
後
農
業
後
継
者
を
育
成
し
て
い
き
た

い
と
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

後
こ
れ
を
実
践
的
に
や
っ
て
い
る
担

当
課
の
課
長
等
の
考
え
も
あ
り
ま
す
の

で
、
色
々
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
課
長

に
ま
た
個
々
に
答
え
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
は
一
番
目
で
す
が
、
小
中
一

貫
校
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
前
の

村
長
の
春
本
村
長
の
時
代
じ
ゃ
な
か
っ

た
か
と
私
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
前
に
進
ん
で
な
い
よ
う
な
状
況
で
、

今
、
先
生
方
は
小
中
交
流
で
小
学
校
の

先
生
が
中
学
校
に
降
り
て
行
っ
て
授
業

し
た
り
、
中
学
校
の
先
生
が
上
に
上
が
っ

て
き
て
授
業
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
け
ど
、
本
来
、
県
か

ら
の
認
定
と
か
こ
う
い
う
の
も
終
わ
っ

て
な
い
し
、
校
舎
の
建
替
え
と
い
っ
た

ら
、
立
地
状
況
が
小
学
校
の
校
舎
と
中

学
校
の
校
舎
は
高
低
差
が
あ
っ
て
、
な

か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
と
い
う
か
、

状
況
と
し
て
は
良
く
な
い
。
位
置
と
し

て
は
良
く
な
い
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ひ
と
つ
の
平
に
し
て
、
こ
れ
を
建

替
え
る
の
か
、
小
学
校
は
小
学
校
だ
け

の
校
舎
で
間
に
合
う
の
か
、
中
学
校
は

中
学
校
だ
け
で
間
に
合
う
の
か
、
そ
れ

は
村
長
が
前
向
き
に
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
解
釈
し
て
い
い
で
す
か
。

道
村
長

は
い
、
私
は
前
向
き
に
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
今
の
質
問

の
中
で
や
は
り
あ
の
一
貫
校
に
す
る
と
な

れ
ば
、
新
校
舎
を
目
指
し
て
や
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
や
っ
ぱ
り
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
よ
う
に
、
国
県
協
議
が
そ
こ
ま
で

ま
だ
進
ん
で
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
財
源

的
な
も
の
を
含
め
た
中
で
、
積
極
的
に
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
は
考
え

て
お
り
ま
す
。

さ
っ
き
言
っ
た
国
県
の
補
助
と
か

起
債
で
、
上
手
く
運
用
し
て
い
き

た
い
と
い
う
村
長
の
考
え
は
で
す
が
、

建
設
ハ
ー
ド
面
は
、
耐
震
と
か
測
量
と

か
色
々
そ
の
他
の
事
業
が
も
の
す
ご
く

コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

現
在
。
そ
れ
で
な
ぜ
私
が
そ
う
言
う
の

か
と
い
う
と
、
今
44
億
円
と
私
言
い
ま

し
た
が
、
お
金
を
貯
め
た
だ
け
、
そ
の

分
が
ま
た
ず
っ
と
も
の
す
ご
く
予
算
が

上
が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
イ
タ
チ
ご
っ

こ
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
貯
め
た
だ
け

そ
の
分
の
色
々
検
査
が
も
の
す
ご
く
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
早
い
段
階
で
、
ピ
シ
ャ
ッ
と

す
る
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
、
や
っ
ぱ

り
一
つ
の
校
舎
に
す
る
。
し
な
い
な
ら

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
例
え
ば
建
設

委
員
会
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て

前
向
き
に
検
討
し
た
方
が
私
は
良
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
の

財
政
状
況
で
は
こ
の
一
般
財
源
の
33
億

円
の
予
算
の
中
で
は
と
て
も
厳
し
い
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
き
言
っ
た
基
金
44
億
円
ぐ
ら
い
、

平
成
30
年
度
で
、
こ
の
市
町
村
財
政
の

す
が
た
2
0
2
0
年
の
実
績
で
赤
村
44

億
円
で
す
。
そ
れ
と
赤
村
の
当
初
予
算

が
32
・
3
億
円
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
れ
10

億
円
ぐ
ら
い
当
初
予
算
が
上
回
っ
て
い

る
。
基
金
の
方
が
。
福
岡
県
内
で
予
算

よ
り
基
金
が
多
い
の
は
赤
村
だ
け
で
す
。

よ
そ
は
例
え
ば
田
川
市
や
っ
た
ら
そ
れ

以
下
、
添
田
町
だ
と
そ
れ
以
下
だ
と
い

う
ふ
う
に
、
予
算
よ
り
は
下
回
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
れ
は
歴
代
の
村
長
さ
ん
の

努
力
と
、
そ
れ
か
ら
村
民
の
努
力
、
血

と
汗
と
、
そ
れ
と
職
員
の
方
の
頑
張
り

で
今
日
ま
で
こ
こ
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
が
考
え
る
適
当
な
金
額
は
、

大
体
当
初
予
算
と
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
と

思
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
私
の
考
え
か
ら

約
10
億
円
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
れ

で
今
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
さ
っ
き
言
っ

た
国
庫
補
助
と
か
色
々
な
活
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
さ
な
村

で
す
か
ら
予
算
は
厳
し
い
の
で
、
こ
の

際
そ
う
い
う
将
来
に
教
育
に
向
け
て
、

基
金
を
少
し
で
も
活
用
し
て
で
す
ね
、

早
め
に
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

答

問

問

学校電子黒板
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道
村
長

先
ほ
ど
も
言
い
ま
す
よ
う
に
、
ま

ず
、
や
る
か
ら
に
は
や
は
り
村
の
財
源
だ

け
で
は
な
く
、
国
県
の
財
源
を
取
り
入
れ

て
、
ま
た
借
金
ひ
と
つ
の
起
債
に
し
て
も
、

や
っ
ぱ
り
優
位
な
国
県
が
色
々
な
面
で
助

成
す
る
措
置
と
か
色
々
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
を
利
用
し
な
が
ら
ま
た

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
国

の
補
助
金
を
で
す
ね
、
早
く
す
る
た
め

に
は
そ
の
準
備
を
取
り
か
か
っ
て
い
か

な
い
と
、
ま
た
そ
う
い
う
一
貫
校
目
指

す
と
な
れ
ば
、
ま
た
色
々
な
ク
リ
ア
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が
色
々
あ

ろ
う
と
思
う
の
で
、
そ
の
時
間
が
私
と

し
て
は
ち
ょ
っ
と
目
安
が
ま
だ
つ
い
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
が
つ
き
次
第
、

も
う
財
源
的
に
は
先
ほ
ど
私
言
い
ま
し

た
よ
う
に
、
基
金
は
そ
れ
な
り
に
あ
る

基
金
を
利
用
出
来
る
こ
と
は
、
利
用
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
村
の
基
金
の
中
で
。
義
務
教
育

と
か
学
校
施
設
の
基
金
て
別
に
し
っ
か

り
し
た
か
た
ち
の
基
金
は
無
い
の
で
す

け
ど
、
そ
れ
は
財
源
的
に
利
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
聞
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
も
う
な
ん
か
な
し
、
早
く
国
県
か

ら
の
認
定
を
貰
う
と
い
う
そ
の
作
業
に

入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

良
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

こ
れ
に
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
質
問

か
ら
ず
れ
ま
す
け
ど
、
令
和
2
年
度
補

正
第
5
号
を
見
ま
す
と
、
2
款
の
総
務

費
1
項
の
総
務
管
理
費
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
い
う
こ
と
で
予
算

を
、
国
県
支
出
金
で
1
億
3
千
8
百
万

円
ほ
ど
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、

村
民
に
対
し
て
の
給
付
金
な
ん
か
と
そ

れ
と
こ
れ
見
ま
す
と
、
小
学
校
中
学
校

に
配
慮
し
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
分

校
に
も
電
子
黒
板
な
ど
の
で
す
ね
、
設

備
も
整
う
よ
う
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
良
い

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
し
、
こ
の
予
算
を
見

ま
す
と
、
村
民
全
体
の
気
配
り
が
よ
く

整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
で

す
ね
、
担
当
課
長
は
教
育
委
員
会
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
、
教
育
長
は
今
日
、
居

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
う
な
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
担
当
課
長
と

そ
の
周
り
の
部
下
と
言
い
ま
す
か
、
そ

の
教
育
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
、
小
中

一
貫
の
そ
れ
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く

と
、
村
長
の
指
示
に
従
っ
て
、
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

課
長
の
ご
意
見
を
、
意
思
を
聞
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
関
教
務
課
長

村
長
の
答
弁
の
と
お
り
、
村
長
就

任
の
時
か
ら
教
育
行
政
に
力
を
入
れ
る

と
い
う
村
長
の
方
針
は
私
も
理
解
し
て

い
ま
す
し
、
昨
年
度
末
に
そ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
関
し
て
は
、
補
正
予
算
で
認
め

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
今
年
度
そ
の
繰

越
し
事
業
と
し
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
長
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ス
ピ
ー

ド
を
も
っ
と
上
げ
る
と
い
う
話
で
す
の

で
、
村
長
の
指
示
の
通
り
に
赤
村
の
子

ど
も
達
の
学
力
向
上
、
あ
る
い
は
人
間

力
向
上
の
た
め
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
学
校
の
こ
と
に
つ
い
て
、
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
次
に
課
長
さ
ん

が
や
っ
ぱ
り
一
番
主
に
な
っ
て
村
長
一

人
で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

ま
た
副
村
長
一
人
で
出
来
る
も
の
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
課
長
さ
ん
が
一
番

キ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
職

員
を
有
効
に
使
っ
て
、
ま
た
学
校
の
校

長
先
生
達
に
も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、

前
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

村
長
に
そ
の
旨
に
つ
い
て
協
力
を
推
し

進
め
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
特
産
物
セ
ン
タ
ー
の
人
の
往

来
で
す
け
れ
ど
、
前
に
一
度
僕
が
言
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
赤
村
の
生
産

者
だ
け
で
他
の
業
者
さ
ん
が
入
っ
て
き

て
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
は

も
う
ち
ょ
っ
と
幅
を
広
げ
て
、
こ
こ
に

行
っ
た
ら
品
物
が
あ
る
と
、
例
え
ば
添

田
町
だ
と
か
他
所
の
そ
の
特
産
物
は
そ

う
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
し
、
赤
村

が
農
家
を
大
事
に
す
る
と
い
う
事
は
分

か
り
ま
す
し
、
生
産
者
を
大
事
に
す
る

こ
と
、
品
物
が
純
粋
に
野
菜
を
販
売
す

る
と
い
う
気
持
ち
は
よ
く
理
解
で
き
ま

す
が
、
赤
村
に
も
業
者
さ
ん
が
い
ま
す

の
で
、
そ
の
赤
村
出
身
の
業
者
さ
ん
に

軒
先
を
貸
し
て
少
し
で
も
そ
の
よ
う
に

前
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

溝
邉
産
業
建
設
課
長

先
ほ
ど
村
長
の
答
弁
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
買
い
物
難
民
を
作
ら
な
い
方

策
と
し
て
、
や
っ
ぱ
り
村
内
業
者
の
活

用
や
他
の
産
業
の
参
入
等
、
生
活
必
需

品
を
買
い
物
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
産
物
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
に
は
広
報
「
あ
か
」
９
月
号
に
来
島

店
長
か
ら
の
報
告
記
事
と
し
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
人
の
往
来
を
良
く
す

る
為
、
昨
年
の
５
月
に
出
品
者
規
定
を

改
正
し
ま
し
て
、
赤
村
在
住
者
の
み
し

か
出
品
出
来
な
か
っ
た
体
制
を
考
え
直

し
ま
し
て
、
村
内
産
の
出
品
ま
た
は
運

営
協
議
会
が
適
当
と
認
め
る
商
品
に
つ

い
て
の
出
品
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
数
業
者
の
参
入
が
繋

が
っ
て
い
ま
し
て
、
今
後
も
村
内
産
で

調
達
で
き
な
い
商
品
を
業
者
参
入
に
よ

り
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
、

充
実
を
図
る
予
定
が
あ
る
と
運
営
協
議

会
よ
り
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

現
在
、
特
産
物
セ
ン
タ
ー
前
に
設
置
し

て
い
る
テ
ン
ト
内
で
、
村
内
外
を
問
わ

ず
、
一
応
全
員
出
品
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。　

問

問

答

答

答
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こ
れ
も
他
の
産
業
の
参
入
に
足
掛
け

に
繋
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

と
特
産
物
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
が
あ
っ

て
い
ま
す
。

今
の
話
を
聞
く
と
、
赤
村
の
生
産

者
以
外
で
も
赤
村
の
方
で
あ
っ
た

ら
品
物
出
さ
せ
て
い
い
と
理
解
し
ま
し

た
け
ど
、
そ
う
い
う
話
で
す
か
。

溝
邉
産
業
建
設
課
長

現
時
点
で
は
、
赤
村
内
者
か
、
も

し
く
は
村
外
者
で
も
赤
村
の
農
地
を

使
っ
て
、
作
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は

出
品
を
今
甘
く
し
て
い
る
と
い
う
形
で

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
特
産

物
セ
ン
タ
ー
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
赤
村
特
産
物
セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
、

全
部
生
活
必
需
品
が
揃
う
と
い
う
よ
う

な
形
を
、
運
営
協
議
会
の
セ
ン
タ
ー
の

会
長
の
方
に
、
村
か
ら
申
し
入
れ
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
苦
情
と
言
え
ば
苦
情
で
す

け
ど
、
特
産
物
も
う
は
っ
き
り

言
っ
た
ら
、
ら
ち
が
明
か
な
い
と
。
全

然
ら
ち
が
明
か
な
い
、
も
う
前
向
き
に

全
然
や
っ
て
な
い
。

　
赤
の
生
産
者
で
も
金
川
農
協
と
か

持
っ
て
行
っ
て
る
人
は
、
現
実
は
理
解

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の

は
や
は
り
生
産
者
は
、
ら
ち
が
明
か
な

い
、
行
政
が
前
向
き
で
な
い
か
ら
と
い

う
事
で
、
他
所
の
農
協
と
か
大
任
と
か

金
川
と
か
へ
持
っ
て
、
品
物
を
現
実
に

持
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

　
そ
れ
を
や
っ
ぱ
り
こ
ち
ら
に
確
保
し

て
、
そ
し
て
赤
の
生
産
者
で
す
か
ら
、

赤
の
人
が
外
に
持
っ
て
行
く
の
で
は
な

く
て
、
他
所
か
ら
持
っ
て
来
る
よ
う
な

体
制
で
、
活
気
あ
る
村
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
課
長
は

ど
う
考
え
ま
す
か
。

溝
邉
産
業
建
設
課
長

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
た
ぶ
ん
他

の
所
に
持
っ
て
行
っ
て
い
る
の
は
、
こ

ち
ら
も
把
握
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
た

ぶ
ん
在
庫
と
い
い
ま
す
か
、
ど
う
し
て

も
野
菜
を
出
品
す
る
際
に
は
、
や
は
り

大
量
な
野
菜
が
出
品
さ
れ
る
と
、
そ
う

し
た
ら
ど
う
し
て
も
特
産
物
セ
ン
タ
ー

で
は
捌
け
な
い
と
い
う
形
の
中
で
、
他

の
所
に
持
っ
て
行
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
あ

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
ま
す
と
お
り
、

昼
か
ら
結
構
品
薄
に
な
っ
て
く
る
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
し
、
な
る
べ
く

生
産
者
の
方
に
は
朝
早
く
持
っ
て
来
る

分
と
、
昼
か
ら
ま
た
持
っ
て
来
て
も
ら

う
と
い
う
ふ
う
な
方
策
を
し
て
い
る
最

中
な
の
で
す
け
れ
ど
、
な
か
な
か
昼
か

ら
の
出
品
が
無
い
と
い
う
話
も
聞
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
ま
た
そ
う
い
う
形
の
分
に
つ
い

て
、
ま
た
検
討
課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
前
向
き
に
、
行
政
と
運
営

協
議
会
と
そ
れ
か
ら
生
産
者
と
販

売
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま

す
。
運
営
協
議
会
が
あ
る
か
ら
あ
る
か

と
言
っ
て
、
ず
っ
と
放
っ
て
い
た
ら
、

今
ま
で
の
様
な
状
態
が
続
く
と
私
は
思

い
ま
す
。

　
だ
か
ら
行
政
が
や
っ
ぱ
り
ど
う
し
て

も
主
体
性
を
持
っ
て
で
す
ね
、
や
ら
ん

と
、
運
営
協
議
会
だ
か
ら
役
場
の
職
員

は
口
出
す
な
と
言
う
と
、
私
は
ナ
ン
セ

ン
ス
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り

最
後
は
行
政
が
、
責
任
を
持
た
な
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
源
じ
い
の
森
で
も

同
じ
で
す
。
や
は
り
ピ
シ
ャ
ッ
と
自
分

た
ち
が
村
を
動
か
す
、
村
を
リ
ー
ド
す

る
と
い
う
そ
の
気
持
ち
が
や
っ
ぱ
り
大

切
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
こ
れ
3
点
目
の
農
業
の
後

継
者
の
育
成
に
つ
い
て
、
私
は
特
効
薬

が
無
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
こ

れ
は
放
置
し
て
い
た
ら
、
も
う
10
年
待

た
な
い
で
赤
村
の
農
地
は
荒
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
現
実
に
農
家
離
れ
で
、
高
齢

者
に
な
っ
て
後
継
ぎ
が
い
な
い
の
で
、

田
畑
荒
れ
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
こ
れ
は
特
効
薬
と
い
っ
て
も

と
て
も
難
し
い
で
す
が
、
農
業
の
企
業

誘
致
、
工
場
の
企
業
誘
致
じ
ゃ
な
く
て
、

や
は
り
会
社
組
織
に
し
て
、
例
え
ば
、

梅
の
木
の
水
利
権
者
は
18
丁
か
ら
17
丁

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
5
人
し
か

農
家
が
水
稲
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
5
人
は
、
多
い
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
小
さ
な
方
は

1
丁
弱
ぐ
ら
い
、
多
い
方
は
3
丁
で
作
っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
、
こ
れ
は
も
う
ち
ょ
っ

と
組
織
を
拡
大
し
て
、
や
は
り
農
家
を

う
ま
く
農
地
が
荒
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
思
う

の
は
、
私
自
身
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
、
先
祖
か
ら
の
財
産
を
荒
ら
し
た
く
な

い
、
減
ら
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
、
赤
字

覚
悟
で
や
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
農
家
の

方
は
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
　

　
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら

田
ん
ぼ
が
荒
れ
て
し
ま
い
農
家
の
方
の

未
来
や
夢
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、
村
長
た
ち
に
や
は
り
市
町
村
長

会
と
か
で
提
言
し
て
、
ど
う
か
農
業
企

業
に
乗
る
会
社
と
か
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
赤
村
が
少
し
で
も
農
家
の
後
継

　

答

答
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者
を
作
る
よ
う
な
方
策
を
し
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
ど
う
で
す
か
。

道
村
長

先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
佐

武
議
員
が
言
う
と
お
り
で
、
組
合
組
織

も
村
内
に
は
何
箇
所
が
で
き
て
い
ま
す

け
ど
、
そ
れ
は
ま
ず
稲
作
を
作
っ
て
、

自
分
た
ち
が
作
っ
た
も
の
を
自
分
た
ち

で
食
べ
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
何
と
い

う
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
形
が
主
に
な
っ

て
起
業
家
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
、
ま
だ
村
内
で
は
ち
ょ
っ
と
こ
こ
数

年
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
農
家
と
い
う
よ
り
も
、
農
地

を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
す

る
か
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ
れ
は
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
、
も
う

3
年
、
4
年
経
て
ば
、
稲
作
が
出
来
な

い
よ
う
な
田
ん
ぼ
に
な
る
、
そ
う
い
う

こ
と
を
私
自
身
が
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
く
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
本
当
に
や

る
気
の
あ
る
農
家
を
如
何
に
し
て
村
が

育
て
て
い
く
か
と
い
う
そ
う
い
う
こ
と

を
今
後
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
赤
村
き
ち
っ
と
し

た
組
合
が
で
き
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、

そ
う
す
れ
ば
投
資
と
か
色
ん
な
面
が
ま

た
色
々
か
か
っ
て
き
ま
す
。
今
の
こ
と

だ
か
ら
、
機
械
で
は
な
い
と
も
う
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
面
に
な
っ

た
ら
や
っ
ぱ
り
国
県
の
補
助
体
制
の
形

を
導
入
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
の
で
、
村
で
あ
る
自
治
体
が
関
わ

ら
な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
組
織
を
今
後
作
っ
て
い
く
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
幸
い
に「
赤
村
農
創
会
」と
い
っ

て
荒
れ
た
土
地
や
休
耕
田
な
ど

で
、
大
豆
等
を
作
っ
て
田
ん
ぼ
が
荒
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
い
う
方
を
や
は
り
何
ら
か
の
形

で
応
援
し
支
援
し
て
や
っ
て
、
個
々
の

個
人
の
財
産
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
な
、

方
策
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
3
つ
を
総
合
し
て
言
い
ま
す
け
れ

ど
、
基
金
を
あ
ま
り
貯
め
過
ぎ
た
ら
、
交

付
税
と
か
な
ん
か
跳
ね
返
っ
て
く
る
の

か
、
財
政
担
当
課
長
は
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と

か
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。

荒
木
総
務
課
長

今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
そ
う
い
っ
た

も
の
に
影
響
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、

い
く
ら
で
も
貯
め
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
ち
ょ
っ
と
そ
れ
は

や
り
過
ぎ
だ
と
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い

の
で
す
か
。

荒
木
総
務
課
長

国
か
ら
は
や
は
り
基
金
は
あ
ま
り

貯
め
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
は
、
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
に

つ
い
て
通
達
と
か
で
ま
だ
来
た
も
の
は

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
こ
こ
に
資
料
で
経
常
収
支
比

率
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
福
岡
県
で

田
川
市
郡
が
一
番
悪
い
。
経
常
収
支
比

率
は
県
平
均
が
93
％
で
す
。
し
か
し
赤

村
は
85
％
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
無

駄
遣
い
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

田
川
市
郡
は
財
政
状
況
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。
で
、
い
か
れ
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
か
と
い
っ
た
ら
、
他
の
町
村
は
、

も
う
い
か
れ
ん
ご
と
な
っ
た
ら
田
川
合

併
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、

こ
の
基
金
が
赤
村
だ
け
で
使
え
る
の
で

す
か
。
そ
れ
と
も
使
え
な
い
の
で
す
か
。

　
も
し
仮
に
そ
う
い
う
話
が
出
て
、
合

併
が
成
立
し
た
と
し
た
時
に
、
今
44
億

あ
る
の
が
、
他
所
は
赤
よ
り
か
少
な
い

け
れ
ど
、
赤
は
そ
の
44
億
を
他
所
の
町

村
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
あ
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

荒
木
総
務
課
長

そ
の
あ
た
り
は
確
認
を
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
は
、

申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
や
は
り
親
か
ら
は
お
金

は
使
う
な
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
お

金
を
貯
め
な
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
言
い

聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
お
金
を

貯
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
貯
め

過
ぎ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
言
っ
て

い
ま
す
の
で
、
理
不
尽
な
と
こ
は
あ
る

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
一
生
懸

命
貯
め
た
お
金
が
、
他
の
町
村
か
ら
、

も
し
も
で
す
よ
、
百
歩
譲
っ
て
合
併
や

す
る
よ
う
な
時
に
は
、
こ
の
お
金
が
他

所
の
町
村
に
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
時
に
は
、
歴
代
の
村
長
さ
ん
、

赤
村
村
民
の
汗
を
流
し
た
職
員
の
頑
張

り
が
、
や
っ
ぱ
り
赤
村
だ
け
を
一
生
懸

命
し
よ
う
と
思
っ
て
今
ま
で
努
力
し
て

き
た
お
金
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
お
金
を
大
切
に
し
て
赤
村
で
有
効

に
、
私
は
ち
ょ
っ
と
心
が
狭
い
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
が
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
私
と
し
て
は
さ
っ
き
言
っ
た

よ
う
に
、
基
金
は
30
何
億
円
く
ら
い
が
い

い
の
で
、
約
10
億
円
は
、
や
は
り
今
の
う

ち
に
、
そ
う
い
う
話
が
出
て
く
る
前
に
ピ

シ
ャ
ッ
と
、
小
中
学
校
一
貫
校
と
か
ハ
ー

ド
面
道
路
と
か
色
々
な
面
で
活
用
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
私
の
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

答答

答

答

問 問

問問

農作業風景


